
（仮称）「動物のいる自然の森公園」のあり方について　概要版� ８�

草原の世界（世界の動物ゾーン）の展示イメージ�

展示内容�

このゾーンでは、熱帯雨林との環境の対比が鮮明に現れ、かつ市民が親しみを覚えやすい大�
型動物が生息しているサバンナを中心とした草原の環境を展示する。�

展示方法�

広大なサバンナのイメージを比較的狭い敷地で表現するため、草原の中をさまよう蛇行した�
園路により展示ルートを構成する。また、普段見ることのできない動物の背中や、パドックの�
全景を見せるため、既存モノレールを利用した展示も取り入れる。�

園内配置�

草原の再現に必要な平坦な敷地が確保できる、現遊園地区域の南側に配置する。�

動物種�

現在の展示動物から、人気の高い大型草食獣と、草原特有の生活形を有する動物を中心に選�
定する。�

　　�
「草原の世界」の展示構成�

シマウマ�
�キリン�
�ダチョウ�
�フラミンゴ�
�

ライオン�
�

ミーアキャット�
�

ライオンの背後に草食獣が�
�見えるビュー�
�

既�存�モ�ノ�レ�ー�ル�

チ�ン�パ�ン�ジ�ー�（�林
�床�）�の

�展�示�へ
�

パタスモンキー�
�（ビュースポット周辺）�
�

隔離施設の前後には、植栽による連�
�続感を作り展示（動物の運動場）観�
�覧空間との一体感を演出する。�
�

広大なサバンナの景観を作り出すため、�
�地形による視線制御などを行う。�
�（対面の人工物が見えないようにする）�
�

一部の小型動物は、ビュースポットに集約し�
�近接展示を行う。�
�

現況の遊具を最大限利用する�
�ため、大型草食獣の群を上か�
�ら観察できるモノレールとし�
�て活用する。�
�
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